






要約:学習障害児と診断され,その神経心理学的障害が明らかになっている 9症例の診断の

時期,診断までの経路,幼児期に示した発達上の問題を調査した。学習障害と診断された年

齢は 4 歳から 9 歳にわたり,診断にいたる経路は教育機関経由が多かった。幼児期に示し

た問題は学習障害のタイプにそってそれぞれ特有な性質を持つものであり,これらを指標

として幼児期に学習障害児を発見することは可能であるが,そのためには発達についての

詳細なスクリーニングが必要であることが示唆された。


